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住民アンケートの「今の課題」の主な意見（優先順位ベスト10）

優先順位 課題分野 いつ提出された要望か 主な意見

R7.3.24に提出され

た要望内容

・買い物にも難渋

・発展のキーワードは･･･「ウェルネス」

中津川市民病院から坂整形外科までの恵那狭ロード沿いに健康、福祉、保健に関わる様々な仕組みを作っ

ていく。地域住民以外からの訪問も受け、お金を落としてもらい、市として法人税の見返りを受ける。

・各診療科のクリニックを誘致する。そのための用地取得で、緩和的に農振の制約を解除できるよう取り

計らう。

夢のような辻原づ

くりに対して提出

された要望内容

・辻原地域は車が無いと生活できない地域。

・高齢者が増加し、通院や買い物が困難。コミュニティーバスを運行したり徒歩で買い物が行ける施設が

欲しい。

・近くにコンビニしか商店が無いので、運転免許証返納の観点からも近くにスーパーがあると暮らしやす

い。

R7.3.24に提出され

た要望内容

・今後、辻原の人口は減少してくるが、火葬場が出来ることでその他の業者参入の可能性、宅地化の可能

性が増える。

・このまま何もしなくても人口減少は進む。

・地域の活性化には、まず人がいなければならない。特に若い世代、子どもがたくさんいる事が必要。今

後、この地域を発展させていく上で、子ども世帯を増やす為に、子どもが安全で、過ごしやすい環境作り

を目指してほしい。通学路もそうですし、地域外の子ども達も集える場所があると良いと思う。人を増や

すには、他所から誘致するしかない。誘致できる魅力ある地域を願う。

・茄子川地域の工業、商業の発展、人口増加に対して、千旦林、特に北部において発展性がない。

・辻原の発展だけではなく、坂本北部の発展が必要です。坂本北部という広いゾーンでの発展です。中津

川市政として、どのような将来発展のイメージを持っているかは重要です。対比する茄子川地区は、工業

団地、その周辺の住民増加、自動車や電機、食品、生活用品とさまざまな商業施設が出来ています。それ

は工業団地と誘致活動を先導した市政(時の市⾧は辻原の小池市⾧)によるところが大きいです。

夢のような辻原づ

くりに対して提出

された要望内容

・現状から10年・20年先を考えると、人口減少は避けられない。特に農業従事者がいない。

・リニア工事に伴う作業員家族等の定住につながるまちづくりを行う。

・坂本コミュニティセンターをはじめ商店街をつくり人が集まる地域にする。

・人口減少や少子高齢化は、地域の活性化など様々なところで影響がでてくる事なので課題として重要度

が高い。

3位
8・公共交通機関の

整備、充実

夢のような辻原づ

くりに対して提出

された要望内容

・公共交通機関が無く病院や買い物に不便。

・辻原地域は車が無いと生活できない地域。高齢者でも積極的に外出できるようにコミュニティーバスを

運行。

・運転免許証返納しても暮らしやすい辻原づくり希望。

R7.3.24に提出され

た要望内容

・庚申様の前に、歩道橋、地下道か信号の設置。

・道路・河川・インフラ整備等を要求したところで、夢物語に終わる可能性が大。

・交通インフラは、子ども達も安心して通学できるような遊歩道を整備し、健康づくりにも役立つウォー

キングコースも併設する。

・農道から工業高校までの道路拡幅

夢のような辻原づ

くりに対して提出

された要望内容

・農道の横断歩道に信号機を設置してほしい。道路等も狭く、歩行者、移動に大いに不満であり、街灯も

少なく暗い。

・五ツ峯～中畑線は一部拡張されているがすれ違いに不便。

・ハザードマップから災害時避難所への移動できない状態が想定される。現段階の橋の架け替えとかの議

論だけでなく、災害時に避難所への移動、幹線道路へのつながる道路整備が必要。

・五ツ峯～中畑線を下洗井方面からきて、八十八ヶ所のところで3023号線へ直線に結び、3023号線を横断

し木村宅西側を通り白山神社裏を通り3027号線に結ぶよう改良。

・3023号線は、新設道路との交差点が見通しがよくなるために、斎場予定地のあたりから南側に移動し、

交差点付近は3023号線が直線になるようにする。

1位

5・日常生活に必要

な施設（商店、病院

など）

4位
17・道路、橋梁、河

川の整備、維持管理

2位
1・人口減少と少子

高齢化
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優先順位 課題分野 いつ提出された要望か 主な意見

R7.3.24に提出され

た要望内容

・発災時の浸水地域 ハザードマップ 護岸改修が必要。

・南海トラフ地震がいつ起きてもおかしくない状況下であるが、減災のための準備が大切である。そのた

め、メモリアル施設周辺を整備する際は、単なる公園を整備するのではなく、防災設備を備えた公園（備

蓄倉庫、耐震性貯水槽、揚水ポンプ、かまどベンチ、防災バーゴラ、デジタルサイネージ、マンホールト

イレ、防災あずまや、太陽光発電施設、ヘリポート）を設置し、年に１回、公園内のこうした設備を活用

した地域の防災訓練を実施し、区民の防災意識を高めていけるとよい。

夢のような辻原づ

くりに対して提出

された要望内容

・災害はいつ来るかわからないので、備えておくことは必要。

・近年の自然災害は目を見張るものがあり、避難場所として北部体育館があるが、はたして今の体育館の

設備で本当に避難生活が出来るのか、全員収容できるのか不安。（エアコンは無い。防災時の共同生活用

の設備はどこにある？）

・南海トラフや気候変動による異常気象が予想される状況下、地域の核となる防災拠点の整備が急務。

6位 4・交通安全
夢のような辻原づ

くりに対して提出

された要望内容

・開発に伴い不規則な交通環境となっており大きな事故がおきないか不安。歩行者、自転車、車の区別が

必要。

・庚申様前の十字路が車が多く危険。特に右折する場合怖い。

・農道は今、第二の19号線であり、地下道か歩道橋が必要。

R7.3.24に提出され

た要望内容

・障がい者施設の「飛翔の里」をもっと子供の発達に関わる機能を充実させて、共生社会に繋げる。

夢のような辻原づ

くりに対して提出

された要望内容

・高齢者が増加し、運転免許証返納した場合に通院や買い物ができなくなる。自宅まで送迎してもらえる

サービスを充実させる。

・社会的弱者を見守り・支援することは当然のことであり、今後、交通手段の確保、買い物難民対策が必

要。

R7.3.24に提出され

た要望内容

・恵那峡ロードの辻原部分は“今、農業をやっている家がやめた場合荒れ果てた景色になる。私は斎場を受

け入れる事を無条件に賛成するわけではないが、これをテコに市が農業地帯の活性化に本気で取り組むこ

とを願う。

・辻原の農地は圃場整備がされ、宅地化が容易にできないよう規制されている。

・辻原１は末端のため西部揚水の水量確保に苦労する。

・辻原２組は千旦林川からポンプアップしているが、施設が老朽化し今後の継続に不安が大きい。

・農振の規制解除に向けて、北原・辻原・二軒屋地区と情報の共有を行い、解除に向け13区区⾧名のみで

なく、3区⾧連名で陳情書を県議会等に働きかけを是非行ってほしい。

夢のような辻原づ

くりに対して提出

された要望内容

・現在でも住居周りに耕作放棄地が増えている。自宅へ侵入する草木の除草も近隣者がしなければいけな

い状態。耕作放棄地（高齢化、独居生活となった高齢者）は荒廃し続けて枯れ草となった際の火災の心配

を常に抱えている。

・辻原は水田を中心とした農用地。その保全は高齢化に伴い困難になりつつある。また、農業水利関係施

設の老朽化や水利確保の不安がある。

・空き農地を活用した子供たちの体験などできたらいい。

・魔の十字路から二軒屋の信号に至る辻原部分、今は農業をなんとかつづけられているので季節毎の美し

い田園風景があるのであって、自然にできているものでないこと理解する必要あり。

9位
2・地域の防犯、治

安の向上

夢のような辻原づ

くりに対して提出

された要望内容

・街灯も少なくため通りが暗く、日没後に歩くのが怖い。

R7.3.24に提出され

た要望内容

・全天候型の公園＝辻原公園

夢のような辻原づ

くりに対して提出

された要望内容

・街灯も少なく運動公園も遠いのでウォーキングコースが近くにあるといい。

5位
3・防災・防火、災

害時の対応

20・農業の保全、維

持管理

9位
15・公園など子ども

の遊び場の整備

9・高齢者・障害者

への支援
6位

6位


